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平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

１９

２１

１９

ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
「
東
久
留
米
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
」
ほ
か　

件
、
議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
案
）　

件
、
請
願
３
件
、

２０

１６

陳
情　

件
を
審
議
し
ま
し
た
（
結
果
は
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

３５

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
補

正
予
算
は
、
平
成　

年
度
一
般

１９

会
計
予
算
（
第
１
号
）
と
国
民

健
康
保
険
（
第
１
号
）・
介
護
保

険
（
第
１
号
）
の
２
特
別
会
計

予
算
で
、
９
月　

日
の
予
算
特

１４

別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
質
疑
の
後
、

採
決
し
た
と
こ
ろ
全
員
賛
成
で

可
決
、
９
月　

日
の
本
会
議
に

２１

お
い
て
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
予
算
（
第
１
号
）】

〈
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か

ら
〉

　

�
�
今
後
の
歳
入
見
通
し
に

関
し
、
①
本
年
度
末
ま
で
に
当

初
の
歳
入
見
込
み
を
ク
リ
ア
で

き
る 
目  
途 
は
、
②
臨
時
的
な
財

め 

ど

源
を
投
入
し
な
い
で
来
年
度
予

算
の
編
成
は
で
き
る
の
か
。

　

答
弁　

①
本
年
８
月
末
時
点

で
収
入
済
み
額
の
割
合
が　

・
３４

　

％
、
調
定
割
合
が　

％
と
い

７５

５３

う
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
半
期

の
推
移
を
見
な
け
れ
ば
確
定
的

に
は
言
え
な
い
が
、
基
本
的
に

は
ク
リ
ア
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
②
来
年
度
予
算
編
成

に
向
け
て
の
財
源
不
足
は
依
然

と
し
て
継
続
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
極
力
歳
出
抑
制
に
努

め
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
あ

り
鋭
意
努
力
し
た
い
。

　

�
�
福
祉
会
館
跡
地
の
売
り

払
い
を
行
わ
な
い
こ
と
に
関
し
、

①
こ
の
決
定
は
長
年
に
わ
た
る

改
革
の
成
果
を
反
映
し
た
も
の

と
考
え
る
が
、
②
本
年
度
予
算

へ
の
影
響
を
伺
う
。

　

答
弁　

①
行
財
政
改
革
を
行

っ
て
き
た
成
果
と
し
て
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
た
財
源
振
替

を
し
て
お
り
、
行
財
政
改
革
の

果
実
を
使
う
と
い
う
意
味
で
は

指
摘
の
と
お
り
と
考
え
る
。
②

今
回
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

の
判
断
を
優
先
し
た
。
今
後
の

財
政
運
営
の
中
で
は
市
税
を
は

じ
め
と
す
る
歳
入
の
確
保
お
よ

び
歳
出
抑
制
の
方
策
を
と
り
な

が
ら
財
源
不
足
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

�
�
東
久
留
米
市
立
学
校
再

編
成
に
か
か
る
実
施
概
要
（
基

本
プ
ラ
ン
）
が
文
書
で
の
持
ち

回
り
に
よ
り
教
育
委
員
会
で
承

認
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
。

　

答
弁　

８
月　

日
の
教
育
委

１６

員
会
に
付
議
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

教
育
委
員
に
は
、
そ
れ
ま
で
た

び
た
び
報
告
も
し
、
意
見
を
い

た
だ
い
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
経

過
も
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
文
書
の
持
ち
回
り
で

良
い
と
の
確
認
を
得
て
決
定
し

た
。

　

�
�
本
市
の
認
定
子
ど
も
園

開
園
の
動
き
は
。

　
「
東
久
留
米
市
長
期
継
続
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

契
約
を
定
め
る
条
例
」
は
、
９

月　

日
の
総
務
委
員
会
で
審
査

１２
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
質
疑
・
討
論

の
後
、
採
決
し
た
と
こ
ろ
全
員

賛
成
で
可
決
、
９
月　

日
の
本

２１

会
議
に
お
い
て
も
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
期
継
続
契
約
が

で
き
る
契
約
は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
の
供
給
、
電
気
通
信
の
役

務
の
提
供
を
受
け
る
契
約
お
よ

び
不
動
産
を
借
り
る
契
約
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
翌
年
度

以
降
に
わ
た
り
物
品
を
借
り
入

れ
ま
た
は
役
務
の
提
供
を
受
け

る
契
約
で
、
そ
の
契
約
の
性
質

上
翌
年
度
以
降
に
わ
た
り
契
約

を
締
結
し
な
け
れ
ば
当
該
契
約

に
か
か
わ
る
事
務
に
支
障
を
及

ぼ
す
よ
う
な
も
の
は
、
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
長
期
継

続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
案
は
、契
約
の
対
象
範
囲
、

期
間
等
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
規
定
し
た
条
例
を
制
定
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
平
成　

年
４
月
１

２０

日
か
ら
と
し
て
い
ま
す
。

〈
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か

ら
〉

　

�
�
複
数
年
契
約
が
可
能
と

な
れ
ば
、
年
度
当
初
の
随
意
契

約
の
必
要
性
は
な
く
な
る
と
思

う
が
、
４
月
時
点
で
の
随
意
契

約
の
件
数
と
金
額
を
伺
う
。

　

答
弁　

賃
貸
借
と
業
務
委
託

　

答
弁　

現
在
、
公
立
の
認
定

子
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
計
画

が
な
い
。
ま
た
、
市
内
の
私
立

幼
稚
園
に
お
け
る
認
定
子
ど
も

園
導
入
に
つ
い
て
も
、
関
係
者

か
ら
実
施
し
た
い
と
の
話
は
伺

っ
て
い
な
い
。

　

�
�
校
庭
芝
生
化
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

答
弁　

今
回
、
第
六
小
を
対

象
と
し
た
調
査
・
設
計
業
務
委

託
を
本
補
正
予
算
に
計
上
し
て

い
る
が
、
来
年
度
は
同
校
の
工

事
を
進
め
て
い
き
た
い
。
他
校

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
芝

生
化
し
た
後
の
養
生
と
校
庭
使

用
の
兼
ね
合
い
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
協
力
を
得
て
ど
う
管
理
組

織
を
つ
く
っ
て
い
く
か
な
ど
課

題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

�
�
市
立
下
里
幼
稚
園
の
副

園
長
の
空
席
を
臨
時
職
員
で
対

応
す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

　

答
弁　

幼
稚
園
教
諭
の
有
資

格
者
を
園
児
が
在
園
す
る
時
間

帯
を
中
心
に
配
置
す
る
体
制
を

組
む
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

福祉会館跡地売却中止の補正予算を可決福祉会館跡地売却中止の補正予算を可決

秋の運動会

の　

件
の
う
ち
、
随
意
契
約
は

２６６

　

件
で
約　

億
９
千　

万
円
。

２３４

１７

４００

な
お
、１
社
見
積
も
り
は
、　

件
１５８

で
約　

億
２
千　

万
円
で
あ
る
。

１３

９００

　

�
�
こ
れ
ま
で
４
月
に
随
意

契
約
を
行
う
理
由
は
、
単
年
度

契
約
で
あ
る
か
ら
と
い
う
説
明

で
あ
っ
た
が
、
本
条
例
の
制
定

に
よ
り
４
月
の
随
意
契
約
は
減

ら
す
方
向
と
理
解
し
て
よ
い
の

か
。

　

答
弁　

５
年
間
の
契
約
で
あ

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
毎
年
契
約
し

て
い
た
も
の
が
１
回
に
減
る
た

め
、
随
意
契
約
は
確
実
に
減
る

と
見
て
い
る
。

　

�
�
契
約
期
間
の
上
限
は
５

年
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

　

答
弁　

一
般
的
に
は
物
品
の

借
入
れ
の
場
合
の
償
却
期
間
で
、

こ
れ
を
長
く
す
る
と
競
争
性
と

い
っ
た
問
題
も
あ
ろ
う
か
と
判

断
し
上
限
と
し
た
。

　

�
�
経
済
動
向
に
よ
り
５
年

の
契
約
期
間
の
中
で
見
直
し
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
と
思
う
が
。

　

答
弁　

委
託
の
状
況
が
変
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
で

契
約
す
る
が
、
突
発
的
な
状
況

で
あ
れ
ば
変
更
等
は
あ
り
得
る
。

契
約
の
中
で
ど
う
規
定
す
る
か

は
今
後
の
課
題
と
思
っ
て
い
る
。

　

�
�
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

答
弁　

毎
年
契
約
を
す
る
こ

と
が
な
く
、
事
務
の
合
理
化
、

効
率
化
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
５

年
で
切
り
替
わ
る
際
、
競
争
入

札
を
基
本
に
考
え
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
競
争
性
が
働
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

〈
質
疑
の
後
の
討
論
か
ら
〉

　

委
員
よ
り
「
本
案
に
は
賛
成

す
る
が
、
随
意
契
約
で
複
数
年

契
約
を
さ
れ
て
は
困
る
。
あ
く

ま
で
も
公
正
・
公
平
で
透
明
性

の
高
い
、
そ
し
て
競
争
力
の
あ

る
入
札
を
行
っ
た
上
で
、
複
数

年
契
約
を
行
う
よ
う
に
」
と
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
２
・
３
面

提
出
議
案
と
結
果
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４
面

意
見
書
・
請
願
・
陳
情
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４
面

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
‥
４
面

今号の
内容案内

契
約
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る

契
約
の
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る

長
期
継
続
契
約
条
例
案
を
可
決

長
期
継
続
契
約
条
例
案
を
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

全
員
賛
成
で
可
決

　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
「
町
区
域
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
」
は
、
９
月　

日
の
建
設

１３

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、質
疑
は
な
く
、

採
決
し
た
と
こ
ろ
全
員
賛
成
で

可
決
、
９
月　

日
の
本
会
議
に

２１

お
い
て
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
平
成　

年
末
を
も

２０

っ
て
事
業
完
了
と
な
る
東
村
山

都
市
計
画
事
業
東
久
留
米
駅
東

口
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
い
、
従
来
の
道
路
が
廃
止
さ

れ
、
新
た
な
道
路
を
整
備
。
区

　
「
東
久
留
米
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
９
月　

日
の
建
設
委
員
会

１３

で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
質
疑
の
後
、

要
望
が
述
べ
ら
れ
採
決
し
た
と

こ
ろ
全
員
賛
成
で
可
決
、
９
月

　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
も
全

２１員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
沢
の
水
辺
、
水
生
両
公
園

に
つ
い
て
は
、
昨
年
５
月
に
整

備
が
完
了
し
、
市
民
に
対
す
る

利
便
性
か
ら
東
京
都
と
協
議
を

し
た
結
果
、
東
久
留
米
市
が
管

理
す
る
こ
と
を
前
提
に
こ
れ
ま

で
暫
定
開
放
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
、
都
営
住
宅
建
替

え
事
業
に
よ
る
協
定
に
基
づ
き
、

東
京
都
行
政
財
産
使
用
許
可
お

よ
び
公
園
施
設
の
譲
与
が
あ
り
、

都
と
の
協
議
も
整
い
、
市
が
都

市
公
園
と
し
て
適
正
な
管
理
を

す
る
た
め
、
名
称
、
位
置
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

　

水
辺
公
園
は
、
南
沢
三
丁
目

で
、
面
積
は
２
千　

�
。
落
合

６５５

川
水
生
公
園
は
、
中
央
町
一
丁

目
で
、面
積
は
１
千　

�
で
す
。

１８６

〈
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
か

ら
〉

　

�
�
水
生
公
園
内
の
池
の
濁

り
水
は
改
善
可
能
か
。

　

答
弁　

市
民
グ
ル
ー
プ
に
管

理
を
委
ね
て
い
る
部
分
が
多
い

が
、
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ

う
会
の
方
々
と
と
も
に
方
策
等

�
�

�
�
�
�
�

域
内
に
廃
止
前
の
道
路
に
接
す

る
東
本
町
の
宅
地
の
一
部
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
換
地
処
分
に
合

わ
せ
て
、
面
積　

・　

�
を
新

３５４

７９

川
町
一
丁
目
に
編
入
し
、
住
民

の
日
常
生
活
等
に
支
障
の
な
い

よ
う
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

本
事
業
の
換
地
処
分
の
公
告

が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
施
行

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

�
� 
毘  
沙  
門  
橋 
か
ら
宮
下
橋

び 

し
ゃ 
も
ん 
ば
し

に
抜
け
る
水
辺
公
園
の
北
側
お

よ
び
そ
の
上
流
の
部
分
は
手
が

つ
い
て
い
な
い
状
態
に
見
え
る
。

今
後
の
対
応
は
。
休
憩
な
ど
に

使
え
る
よ
う
な
形
で
考
え
て
ほ

し
い
が
。

　

答
弁　

水
辺
公
園
の
北
側
は

河
川
区
域
で
あ
り
、
河
川
と
し

て
の
管
理
と
な
る
。
ま
た
、
上

流
部
も
河
川
区
域
だ
が
、
市
と

し
て
東
京
都
の
占
用
許
可
を
と

っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
柵

等
を
設
置
し
、
駐
車
等
が
で
き

な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
整
備
が

可
能
か
、
北
多
摩
北
部
建
設
事

務
所
と
詰
め
て
い
き
た
い
。

東
本
町
の
一
部
を
新
川
町
一
丁
目
に

東
本
町
の
一
部
を
新
川
町
一
丁
目
に

町
区
域
を
一
部
変
更

町
区
域
を
一
部
変
更

都
市
公
園
条
例
を
一
部
改
正

都
市
公
園
条
例
を
一
部
改
正

南
沢
公
園
・
水
生
公
園
を
市
が
管
理

南
沢
公
園
・
水
生
公
園
を
市
が
管
理


